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再任された西理事長

伐採予定の樹にはピンクのテープが 歩道損傷箇所の樹木を伐採

第51回通常総会

　

２
０
１
８
年
度
の
事
業
計
画
や

役
員
改
選
の
件
な
ど
を
審
議
す
る

第
51
回
通
常
総
会
が
５
月
22
日

（
火
）、
ホ
テ
ル
青
森
で
開
か
れ

た
。
同
総
会
に
は
、
組
合
員
１
２

２
名
（
本
人
出
席
56
名
、
委
任
状

出
席
66
名
）
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
西
理
事

長
は
挨
拶
の
中
で
、
昨
年
度
の
50

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
の
記
念
事
業
に
対
す
る
組

合
員
の
協
力
へ
の
感
謝
の
意
を
表

す
る
と
共
に
「
今
年
度
は
、
50
周

年
宣
言
で
示
し
た
経
済
的
価
値
創

出
事
業
、
社
会
的
価
値
創
出
事
業
、

文
化
的
価
値
創
出
事
業
の
３
つ
の

価
値
を
重
視
し
た
事
業
活
動
を
行

い
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
を
目
指
す
」

と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
西
理
事
長
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
事

業
計
画
や
収
支
予
算
案
等
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

理
事
に
㈱
技
研
の
鷲
尾
社
長
を
新

任
。
ま
た
、
同
日
に
開
か
れ
た
第

２
回
理
事
会
で
は
、
三
役
を
選
任

す
る
組
織
会
が
行
わ
れ
、
西
理
事

長
、
柳
谷
副
理
事
長
、
佐
治
副
理

事
長
、
藤
本
専
務
理
事
が
再
任
さ

れ
た
。（
新
役
員
は
後
記
）

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
青

森
県
佐
々
木
副
知
事
、
青
森
市
小

野
寺
市
長
、
日
本
銀
行
青
森
支
店

武
田
支
店
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
青

森
商
工
会
議
所
の
若
井
会
頭
の
乾

杯
で
祝
宴
に
入
っ
た
。

【
新
役
員
・
敬
称
省
略
】

▽
理
事
長　

西
秀
記
（
㈱
西
衡
器

製
作
所
）

　

青
森
市
で
は
組
合
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
道
路
整
備
の
一
環
と
し

て
、
歩
道
の
損
傷
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
街
路
樹
を
一
部
伐
採
す
る

こ
と
と
し
、
伐
採
予
定
の
樹
木
に

は
ピ
ン
ク
の
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
た
。

５
月
に
約
30
本
の
樹
木
が
伐
採
さ

れ
、
今
年
度
中
に
は
残
り
約
60
本

が
伐
採
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

組
合
で
は
昨
年
度
、
損
傷
が
著

し
い
問
屋
町
地
区
枝
線
道
路
の
早

期
整
備
を
青
森
市
に
要
望
し
た
。

問
屋
町
地
区
の
枝
線
道
路
は
造
成

当
時
の
ま
ま
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

と
な
っ
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ

る
路
面
の
損
傷
で
車
の
通
行
に
支

障
を
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
歩
道

も
造
成
当
時
の
ま
ま
ブ
ロ
ッ
ク
板

と
な
っ
て
お
り
、
街
路
樹
の
根
の

影
響
で
隆
起
や
陥
没
し
て
い
る
箇

所
が
多
く
、
早
期
対
応
を
要
望
。

こ
の
度
の
対
応
へ
つ
な
が
っ
た
。

　

市
で
は
、
伐
採
後
の
街
路
樹
桝

の
再
整
備
及
び
車
道
・
歩
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
未
定
と
し
て
い
る
。

▽
副
理
事
長　

柳
谷
章
二
（
㈱
問

屋
町
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
）・
佐
治
隆
雄

（
㈱
プ
リ
モ
）

▽
専
務
理
事　

藤
本
和
夫
（
㈿
青

森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
）

▽
理
事　

雪
田
清
紀
（
㈱
東
晴
）・

工
藤
正
博
（
㈱
Ｋ
Ｇ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）・
佐
々
木
聡
（
青
森
三
菱
自
動

車
販
売
㈱
）・
江
渡
文
隆
（
江
渡
商

事
㈱
）・
石
田
憲
久
（
㈱
青
森
新
生

活
互
助
会
）・
木
村
英
敬
（
三
協
運

輸
㈱
）・
赤
坂
晃
（
㈿
青
森
総
合
卸

セ
ン
タ
ー
）・
大
平
幹
夫
（
㈱
大
平

教
材
社
）・
鷲
尾
晴
実
（
㈱
技
研 

※
新
任
）

▽
監
事　

太
田
雄
三
（
㈱
伸
和
産

業
）・
和
田
祥
平
（
和
田
ゴ
ム
販
売

㈱
）

青 森 総 合 卸 セ ン タ ー

発行／2018年6月29日
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西
理
事
長
を
は
じ
め
三
役
を
再
任

第
51
回
通
常
総
会
・
第
２
回
理
事
会

問
屋
町
地
区
の
街
路
樹
を
一
部
伐
採
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問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

の
第
11
回
定
時
総
会
が
６
月
６
日

（
水
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ

れ
、
会
員
24
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
佐
々
木
会
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
会

長
に
佐
々
木
所
長
（
コ
セ
キ
㈱
）

が
再
任
。
新
副
会
長
に
東
北
化
学

薬
品
㈱
の
西
堀
支
店
長
、
新
幹
事

に
北
燃
商
事
㈱
の
平
川
支
店
長
が

選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
青
森

市
新
町
商
店
街
振
興
組
合
の
加
藤

副
理
事
長
を
講
師
に
招
き
、「
ク
ル

　

現
在
、
問
屋
町
で
は
、
新
加
入

の
組
合
員
等
に
よ
る
社
屋
の
新
築

工
事
等
が
相
次
い
で
着
工
し
て
い

る
。

　

問
屋
町
地
区
で
は
、
新
規
組
合

員
で
あ
る
㈱
ア
ピ
イ
と
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
東
日
本
㈱

が
、
問
屋
町
大
通
り
沿
い
に
、
そ

れ
ぞ
れ
新
社
屋
の
建
築
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
は
ま
な
す
会
館
の

向
い
側
で
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

の
店
舗
建
築
の
た
め
既
存
施
設
の

解
体
が
ス
タ
ー
ト
。
第
二
問
屋
町

地
区
で
は
、
既
存
組
合
員
で
あ
る

㈱
い
し
お
か
で
施
設
の
増
改
築
工

事
に
着
手
し
て
い
る
。

ー
ズ
客
船
と
商
店
街
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

加
藤
副
理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で

は
商
店
街
に
来
る
外
国
人
が
増
え

た
と
、
た
だ
漠
然
と
感
じ
て
い
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
、

青
森
港
へ
寄
港
し
た
22
隻
、
約
２

万
６
千
人
の
乗
客
の
う
ち
、
約
半

数
は
新
町
商
店
街
を
中
心
に
周
辺

施
設
を
回
遊
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
。
ま
た
、
乗
客
の
平
均
消
費
額

は
約
９
，
４
０
０
円
で
、
県
外
か

ら
青
森
県
に
来
る
日
帰
り
観
光
客

の
平
均
消
費
額
の
約
７
，
８
０
０

円
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、
商
店

街
に
も
た
ら
し
て
い
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
想
像
以
上
に
あ
る
こ
と
が
わ

　

今
年
で
51
年
目
を
迎
え
る
問
屋

町
で
は
、
近
年
、
老
朽
化
に
よ
る

既
存
組
合
員
の
建
替
え
や
増
改
築
、

新
規
組
合
員
に
よ
る
新
社
屋
建
築

な
ど
が
続
い
て
お
り
、
団
地
内
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
の

第
39
回
定
時
総
会
が
５
月
18
日

（
金
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ

れ
、
会
員
27
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
提
出
議
案
が
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
今
年
度
も

精
力
的
に
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　

総
会
前
に
は
、
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
「
り
ん
ご
娘
」
等
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
㈲
リ
ン
ゴ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
樋
川
社
長
に
よ
る
特
別
講
演

会
を
開
催
。
樋
川
社
長
は
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
地
元
を
面
白

く
し
た
い
と
思
い
立
ち
「
り
ん
ご

娘
」
を
結
成
。
当
初
は
芸
能
界
の

　

組
合
で
は
景
観
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
、
車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ

ー
ル
を
無
料
で
配
付
し
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は
ラ
イ
ト
バ
ン
用
と
ト
ラ

ッ
ク
用
の
二
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
シ
ー
ル
タ
イ
プ
と
マ
グ
ネ
ッ
ト

タ
イ
プ
か
ら
選
べ
る
。

　

車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
は
２

０
０
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ

れ
ま
で
約
３
千
枚
を
配
付
。
組
合

員
の
営
業
車
両
に
組
合
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
町
中
を
走
行
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
走
る
広
告
塔
と
し
て
問
屋
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
ほ
か
、
組
合
員
の
一

同友会　第39回定時総会

講師を務めた樋川氏

車両マーキングシール

青友会　第11回定時総会

工事着工箇所（問屋町地区）

か
っ
た
。
商
店
街
は
も
と
よ
り
、

県
、
市
、
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン 

協
会
等
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
密
に
し
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
乗

客
を
お
も
て
な
し
す
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
な
ど
す

べ
て
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
２
０
１
６
年
に
は
「
り

ん
ご
娘
」
が
愛
踊
祭
（
あ
い
ど
る

ま
つ
り
）
で
優
勝
を
果
た
し
、
日

本
一
の
ア
イ
ド
ル
に
な
る
な
ど
の

活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

体
感
醸
成
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

組
合
で
は
、
団
地
内
全
営
業
車
両

へ
の
取
付
け
を
目
指
し
て
お
り
、

協
力
を
お
願
い
す
る
。　

　

シ
ー
ル
の
お
問
合
せ
、
お
申
込

み
は
、
卸
セ
ン
タ
ー
業
務
部
（
☎

７
３
８
　

︱　
４
７
１
１
）
ま
で
。

　

樋
川
社
長
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
リ
ア
ル
な

対
話
力
が
必
要
。
メ
ン
バ
ー
に
は

積
極
的
に
多
く
の
人
と
会
わ
せ
、

出
会
っ
た
人
と
の
縁
を
大
切
に
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
」
と
熱
く

語
っ
た
。

ブリヂストン
タイヤサービス

セブンイレブン

アピイ

第 575 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2018年6月号

組
合
員
の
新
築
工
事
等
が

続
々
着
工

第
39
回
定
時
総
会

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

佐
々
木
会
長
を
再
任

問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
を

無
料
配
付
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第
42
弾
と
な
る
今
回
の
経
済
雑
感

は
、
先
日
、
す
い
臓
が
ん
の
告
知
か

ら
治
療
終
了
ま
で
の
約
11
年
に
わ
た

る
闘
病
生
活
を
記
し
た
「
す
い
臓
が

ん
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
か
ら
還
（
か
え
）
っ
て

き
た
男
」
を
出
版
し
た
、
協
同
組
合

タ
ッ
ケ
ン
の
川
嶋
理
事
長
に
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

『
す
い
臓
が
ん
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
を

　

体
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
』

　
「
が
ん
」
と
の
出
会
い
は
59
歳
の

時
。
す
い
臓
が
ん
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
余

命
７
ヶ
月
の
宣
告
を
受
け
た
。
弘
前

大
学
付
属
病
院
で
手
術
。
す
い
臓
一

部
、
胃
３
／
４
、
脾
臓
全
摘
、
十
二

指
腸
、
胆
嚢
、
横
行
結
腸
の
一
部
、
と

内
臓
の
６
ヶ
所
を
切
除
し
た
。
そ
の
日

か
ら
前
の
見
え
な
い･･･

苦
し
い
、
不

安
な
闘
病
生
活
が
始
ま
っ
た
。
５
年
間
、

県
立
中
央
病
院
で
毎
月
３
回
の
抗
が
ん

剤
治
療
を
続
け
な
が
ら
、
野
菜
中
心
の

食
事
、
散
歩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
代

替
療
法
に
も
取
り
組

ん
だ
。

　

そ
し
て
約
10
年

後
。「
劇
的
に
寛
解
」。

69
歳
の
時
に
「
が
ん
」

に
別
れ
を
告
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

告
知
か
ら
の
10
年

間
、不
安
、焦
燥
、絶
望
、死
の
恐
怖
な
ど

に
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
多
く
の
心
の

病
を
経
験
し
た
。
身
体
が
病
気
に
な
り
、

心
も
ど
ん
ど
ん
病
ん
で
い
っ
た
。
そ
の

間
す
い
臓
が
ん
に
罹
患
し
た
友
人
た
ち

は
、
全
員
他
界
。
私
の
身
体
と
心
の
状

態
は
ど
ん
底
の
時
が
ず
っ
と
続
い
た
。

　

今
、
私
が
な
ぜ
す
い
臓
が
ん
か
ら
脱

出
で
き
た
の
か
考
え
て
み
る
と
、
心
や

食
事
・
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
変
え
、

仕
事
な
ど
の
社
会
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た

と
思
う
。

　

闘
病
中
は
、
手
術
、
抗
が
ん
剤
な
ど

の
が
ん
の
標
準
治
療
で

あ
る
西
洋
医
学
の
恩
恵

に
あ
ず
か
る
と
と
も

に
、
食
事
療
法
、
運
動

療
法
、
心
と
脳
の
療

法
、
漢
方
な
ど
の
代
替

療
法
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
。

　

心
を
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
「
死
」
が

待
っ
て
い
る
と
何
度
も
何
度
も
自
分
に

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
忍
耐
の
生
活
を
続

け
た
。
病
前
の
「
毒
に
ま
み
れ
た
生
活
」

（
手
当
た
り
次
第
の
暴
飲
暴
食
、
不

眠
、
不
規
則
生
活
な
ど
）
に
お
さ
ら
ば

し
て
、
身
体
が
癒
さ
れ
、
コ
コ
ロ
が
喜

ぶ
よ
う
な
生
活
習
慣
へ
と
１
８
０
度

の
大
転
換
を
試
み
た
。
自
分
の
心
と

身
体
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て
良
く

聴
く
こ
と
が
大
切
と
実
感
し
て
い

る
。
途
中
で
や
め
た
り
し
て
い
た
ら

死
が
待
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

す
い
臓
が
ん
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
か
ら
還

っ
て
き
て
思
う
こ
と
は
、「
最
も
強

い
者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
最

も
賢
い
者
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な

い
、
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変
化
で

き
る
者
で
あ
る
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進

化
論
）」。
が
ん
な
ど
の
病
気
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
心
、
考
え
方
、
生
き

方
、
暮
ら
し
方
。
そ
し
て
日
々
の
生

活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
が
肝
要
と
思

う
。
い
ま
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
適
確
に
判
断
し
、
良
い
方
向
へ

と
「
変
え
る
、
変
わ
る
」
勇
気
と
行

動
の
実
践
を
強
く
お
勧
め
し
た
い
。

（
つ
づ
く
）

29
日
▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

　
　

カ
レ
ッ
ジ
理
事
会

31
日
▽
県
中
央
会
通
常
総
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

10
日
▼
定
着
率
が
向
上
す
る
部
下

の
指
導
法

16
日
▼
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
準
備
編
）

17
日
▼
＝
Ｙ
＇ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
＝
①

21
日
▼
セ
ル
フ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　

向
上
研
修
①

24
日
▼
セ
ル
フ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　

向
上
研
修
②

29
日
▼
成
果
が
出
る
会
議
の
進
め

方

５
月

９
日
▽
市
産
業
振
興
財
団
協
力
会

　
　

会
員
懇
親
会

10
日
▽
全
国
中
央
会
「
中
小
企
業

組
合
の
あ
り
方
研
究
会
」
事

例
発
表

　
　

▽
第
２
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　

▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
１
回
幹
事
会

　
　

▽
県
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
事

例
発
表

11
日
▽
県
計
画
・
建
設
診
断

14
日
▽
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
県
中
小
企
業
診
断
協
会
理

事
会

17
日
▽
県
経
営
者
協
会
２
０
１
８

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

18
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
39

回
定
時
総
会

21
日
▽
市
産
業
振
興
財
団
常
務
会

22
日
▽
第
51
回
通
常
総
会

　
　

▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
49

回
定
時
株
主
総
会

23
日
▽
市
高
度
化
事
業
団
体
連
絡

協
議
会
幹
事
会

　
　

▽
市
職
域
健
康
づ
く
り
部
会

24
日
▽
第
１
回
と
ん
や
ま
ち
健
康

づ
く
り
実
践
塾

　
　

▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
１
回

役
員
会

25
日
▽
市
勤
労
者
互
助
会
運
営
委

員
会

28
日
▽
市
産
業
振
興
財
団
理
事
会

第
26
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ

①
日　

時　

７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

　
　
　
　
　

（
開
場
６
時
30
分
）

②
場　

所　

ホ
テ
ル
青
森

　
　
　
　
　

３
階　

孔
雀
の
間

③
参
加
料　

１
人
２
，
１
０
０
円

（
税
込
）

※
卸
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
て
チ
ケ

　

ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ
さ
い

④
定　

員　

４
６
０
名

⑤
締　

切　

７
月
19
日
（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
と
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
卸
セ
ン
タ

ー
業
務
部
（
☎
７
３
８
　

︱　
４
７
１

１
）
ま
で
。

2018年6月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 575 号 ⑶

経
済
雑
感

第
八
十
五
回

協
同
組
合
タ
ッ
ケ
ン

代
表
理
事
　
川
嶋
　
勝
美
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問屋町フラワーボックス

水やりをする組合員従業員

花の植え方教室

㈱技研
代表取締役社長

鷲尾　晴実 氏

今
第
51
回
総
会
も
組
合
員
の
皆

様
の
ご
協
力
で
恙
無
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
新
た
な
る
50
年
へ
の
ス
タ

ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
▼
さ
て
、
下
水
管

な
ど
を
破
損
さ
せ
て
問
題
だ
っ
た
問
屋

町
の
古
い
街
路
樹
を
、
市
で
は
今
年
度

内
に
計
画
伐
採
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
▼
ま
た
、フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
問
屋

町
大
通
り
に
昨
年
に
倍
す
る
百
台
を
設

置
し
ま
し
た
。
水
遣
り
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
組
合
員
に
は
感
謝
・
感
謝
で
す

▼
以
上
の
二
つ
は
「
社
会
的
価
値
創
出

事
業
」
と
な
り
ま
す
▼
転
話
題
。
５
、
６

月
は
総
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
そ
の
総

会
と
セ
ッ
ト
の
講
演
会
で
、
優
れ
て
有

益
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
▼
青
森
経
済
同
友
会
の
総
務

省
自
治
行
政
・
山
崎
重
孝
局
長
に
よ
る

『
二
〇
四
〇
年
』
と
題
す
る
講
演
は
、
特

に
耳
目
を
ひ
き
ま
し
た
▼
『
二
〇
四
〇

年
』
と
は
山
崎
局
長
が
省
庁
横
断
的
に

立
ち
上
げ
た
「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
研
究
会
」
の
第
一
次
報
告
で
す
▼

２
０
４
０
年
頃
を
見
据
え
た
、
人
口
減

少
下
に
「
人
間
を
尊
重
す
る
社
会
」
を

ど
う
構
築
す
る
か
に
つ
い
て
の
、
自
治

体
の
戦
略
の
必
要
性
を
研
究
し
た
レ
ポ

ー
ト
で
す
▼
我
が
国
の
総
人
口
は
２
０

０
８
年
の
一
億
２
，８
０
８
万
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
始
め
、
２
０
４
０
年
に
は

一
億
１
，０
９
２
万
人
と
な
り
ま
す
▼

出
生
数
は
、
つ
い
に
年
間
百
万
人
を
下

回
り
、
２
０
４
０
年
に
は
74
万
人
程
度

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
▼
高
齢

化
は
、
三
大
都
市
圏
を
中
心
に
急
速
に

進
行
し
、
２
０
１
５
年
に
３
，３
８
７

万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
４
２
年

に
は
３
，９
３
５
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
そ
う
で
す
。
75
歳
以
上
人
口
は
そ
の

後
も
２
０
５
４
年
ま
で
増
加
し
続
け
る

見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
稿
は
次

号
に
続
き
ま
す
。（
藤
本
）

　

組
合
で
は
、
問
屋
町
花
い
っ
ぱ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
問
屋
町
フ
ラ
ワ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
問
屋
町
大
通
り
に

設
置
し
た
。

　

問
屋
町
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、

昨
年
、
組
合
創
立
50
周
年
を
記
念

し
、
問
屋
町
の
景
観
整
備
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
造
園
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
鈴
木
野
波
氏
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
に
寄
せ
植
え

さ
れ
た
花
々
に
よ
り
問
屋
町
大
通

り
が
華
や
か
に
な
り
、
大
変
好
評

で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
45
台
に
更
に

プ
ラ
ス
し
、
計
１
０
０
台
を
設
置
。

水
や
り
等
、
花
苗
の
管
理
は
近
隣

の
組
合
員
従
業
員
か
ら
協
力
を
得

て
実
施
し
て
お
り
、
色
と
り
ど
り

の
花
が
行
き
交
う
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
、
問
屋
町
の
景
観
向
上
に

　

今
回
は
、
先
の
総
会
で
新
役
員
に

選
任
さ
れ
た
㈱
技
研
の
鷲
尾
社
長
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
54
年
に
創
業
し
、
主

に
官
公
庁
の
公
共
事
業
を
対
象
と
し

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
設
計
・

開
発
、
製
品
製
造
、
施
工
を
行
う
。

青
森
本
社
を
は
じ
め
、
盛
岡
事
務
所
、

青
森
工
場
を
拠
点
に
、
設
計
か
ら
施

工
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る

こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
合
わ
せ

た
総
合
的
な
提
案
を
可
能
と
し
て
い

る
。

　
「
当
社
で
は
、
合
格
率
20
％
に
満
た

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
試
験
に

２
名
が
合
格
す
る
な
ど
、
資
格
取
得

や
研
修
な
ど
を
会
社
で
後
押
し
す
る

こ
と
で
社
員
一
人
一
人
の
能
力
を
高

め
、
確
か
な
技
術
力
を
も
っ
た
技
研
ブ

ラ
ン
ド
を
提
供
し
て
い
ま
す
。『
技
の

研
磨
で
未
来
を
創
る
』
を
企
業
理
念
に
、

今
後
も
広
く
地
域
社
会
の
た
め
に
全
社

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
語
る
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
と

「
東
日
本
大
震
災

後
の
集
中
復
興
期

間
が
終
わ
り
、
今

は
『
復
興
・
創
生

期
間
』
で
は
あ
り

ま
す
が
、
復
興
特

需
は
一
段
落
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
昨
年
３
月

ま
で
国
の
政
策
で
行
わ
れ
て
い
た
、
質

の
高
い
設
備
投
資
の
促
進
に
よ
っ
て
事

業
者
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
の

『
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
』

を
利
用
し
、
工
場
の
設
備
を
全
面
的
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
加
え
て
、

今
後
新
し
い
商
材
が
作
れ
る
よ
う
に
今

ま
で
当
社
に
な
か
っ
た
設
備
を
新
た
に

導
入
し
、
数
年
後
に
は
新
規
事
業
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
手
不
足
で
は
い
く

ら
設
備
を
整
え
て
も
商
売
が
出
来
な
い

た
め
、
人
材
確
保
に
も
取
り
組
む
と
同

時
に
、
技
研
ブ
ラ

ン
ド
を
北
東
北
３

県
に
ま
で
広
げ
る

た
め
営
業
強
化
に

も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
」
と
今
後

の
取
り
組
み
も
交

え
て
話
し
た
。

　

問
屋
町
の
印
象
に
話
が
及
ぶ
と

「
様
々
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
が

多
く
、
社
員
と
も
ど
も
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
形
だ
け
の
事
務
局

で
は
な
く
、
何
事
も
一
生
懸
命
や
ら
れ

て
い
る
の
で
と
て
も
感
心
し
ま
す
。
今

回
役
員
に
就
任
し
た
か
ら
に
は
、
先

輩
役
員
の
方
々
に
教
え
を
乞
い
な
が

ら
、
自
分
に
や
れ
る
こ
と
は
精
一
杯

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
力
強

い
。

　

３
年
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
話

し
て
い
た
禁
煙
に
つ
い
て
聞
く
と

「
あ
れ
か
ら
煙
草
は
完
全
に
止
め
、

ご
飯
が
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

最
近
で
は
食
べ
物
に
も
気
を
使
い
、

ご
は
ん
を
少
な
め
に
し
て
野
菜
か
ら

食
べ
る
よ
う
に
心
掛
け
、
大
好
き
な

ラ
ー
メ
ン
も
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
体
重
が
減
る
と
膝
へ
の
負
担

も
改
善
さ
れ
る
の
で
一
石
二
鳥
で
す
。

意
識
を
変
え
る
だ
け
で
痩
せ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
調
子

で
あ
と
４
㎏
ほ
ど
痩
せ
た
い
で
す

ね
」
と
仕
事
以
外
の
目
標
も
高
く

持
っ
て
い
る
。

（
62
歳
）

大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
６
月
４
日
（
月
）
に
は
、

問
屋
町
花
の
植
え
方
教
室
が
初
開

催
さ
れ
、
組
合
員
従
業
員
14
名
が

参
加
し
た
。

　

当
日
は
鈴
木
野
波
氏
が
講
師
を

務
め
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
寄
せ
植

え
方
法
を
指
導
。
参
加
者
は
花
苗

の
選
び
方
や
植
え
方
、
完
成
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
に
つ
い
て
学

び
、
実
際
に
寄
せ
植
え
を
し
て
フ

ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
完
成
さ
せ
、

笑
顔
で
持
ち
帰
っ
た
。
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色
と
り
ど
り
の
花
が
問
屋
町

を
彩
る新

役
員
に
聞
く




